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鳥橋の自己紹介、研究

消化管の形態学、機能学、運動学、発生学

消化管の神経に関する研究 1980年代

消化運動のペースメーカー細胞の研究消化運動のペースメーカー細胞の研究
1990年代

消化管の発生 ES細胞による発生モデル 2000年代消化管の発生、ES細胞による発生モデル 2000年代

ES細胞による組織発生、細胞分化、
再生の研究再生の研究



情報収集

Internet 無しの時代 図書館がたより 1980年代
雑誌の論文をひたすら ピ して読む•雑誌の論文をひたすらコピーして読む

•IBMのタイプライターで英文をタイプする

論文作成にワ プロを使用するようになる 1990年代論文作成にワープロを使用するようになる 1990年代
•文献検索は 毎週 Current Contentsに目を通して自分の研究
が先を越されないように注意するが先を越されないように注意する。

•自分の研究に関連するLibraryを作る。

OfficeのWordで論文作成 1995年以降OfficeのWordで論文作成 1995年以降
• 文献検索はInternetを活用 Medline,  PubMed
• 論文はPDF fileで保存し、必要なときに読む。論文はPDF fileで保存し、必要なときに読む。
• 引用文献の作成にGetARef, EndNote



研究の論文発表

論文の投稿
• どの雑誌に投稿するか

IF(時代により変遷する）, 査読の早さ、 印刷の早さ、基礎系か臨床系か
投稿費 カラー印刷が多いと 30万円位かかる投稿費 カラ 印刷が多 と 30万円位かかる

• 投稿方法
Onlineでの投稿が増えている 簡素化されてきた 早い 記録が残るOnlineでの投稿が増えている 簡素化されてきた 早い 記録が残る

図をプリントする必要が無い（写真の現像、レタリングが不要）

別刷 PDF fileを購入する Open Access 権を売 ている• 別刷 PDF fileを購入する Open Access 権を売っている

最近Acceptされた例 Histochem. Cell Biol. PDF.

• 査読を頼まれると大変 期間は2週間が一般的、 催促が連日メールで送ら
れてくる 英文をチェックして返信するので手間がかかる

今後の動向 Online journal がどんどん増えている。 安い、早い
過当競争？ いつまで存続するか？過当競争？ いつまで存続するか？



投稿 2009年6月29日

査読結果 8月10日

投稿再投稿 9月2日

再々投稿 9月7日

受理 9月10日

校正 10月5日

PDF 10月15日PDF 10月15日
Early publication



図書館に期待するもの
（医学部分館 保健学科情報室の場合）（医学部分館、保健学科情報室の場合）

研究者（大学院生）は必要な文献は図書館に行かなくてもほとんど
手に入る

学部学生の利用が多い

今どきの学生はあまり本を買わない

• DVDが役に立つ
解剖の実習に役立つ DVD
音声がでるのでグループで閲覧できるDVD室がほしい。音声 グ 閲覧 。

• モバイルPCが普及してきた。 一人1台の時代が近い 学内無線ランも普及した
PC室の利用より グループワークのできる場所を求めているPC室の利用より、グル プワ クのできる場所を求めている

図書館は参考書（図書、文献）が近くにあり、 少人数で話もできる
場所としてグループワークに最適


